



































































































































































測定箇所 L a b △E
① 47．9一L736．64 19．6．
東 ② 58．4一1．73 4．76 9．0
③ 66．9一L85 5．02 0．6
① 57．1 一〇．91 5．99 10．4
西 ② 57．3一1．00 7．20 10．4
③ 67．4一1．65 4．94
① 54．0一〇．74 57812．7
南 ② 62．8一L20 4．72 4．6
③ 66．6．一L20 5．92 1．3
① 47．6一2．24 11．0020．7
北 ② 53．8一3．2210．50 14．8





































































中性化促進期間 1週 3週 5週 8週
プレーンモルタル 5．1 8．7 9．9 10．8
塗布含浸後28日 塗布含浸後5年　　　樹脂モルタル 0．0
0．0 0．0 0．0
種　　別 曲　げ 圧縮 曲　げ 圧　縮　　　注］材齢28日供試体について、
　　　　　　　　　　　　温度40℃、湿度50％、
bO2濃度10％の促進試験
?ｫ化深さの測定はフェノールフタレイン溶液による母体モルタル 1．00 1．00 1．00 1．00








































測定材齢 項　　　目 ブレーンモルタル 樹脂モルタル
ピーク細孔半径（A） 750～1，350240～420
13週 全細孔容積（m皿3／g） 53 41
ピーク細孔半径（A） 420～750135～240







中性化深さ（mm）室内放置 明度（L値）屋外暴露 屋外暴露開始時からの色差種　　　別 3年後 5年後 開始時 3年後 5年後 3年後 5年後
表面防水固定処理 0．0 0．0 66．0 66．7 65．8 0．7 0．3
無処理 5．6 7．2 61．4 56．5 50．1 4．9 11．5
注］屋外暴露開始時を基準とした場合の色差△E［（△L2十△a2十△b2）1／2］
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Fig．　ll　　Repaired　reproduction　method　of　concrete　surface
とも認められる。この実験は材齢13週の供試体の表面層の切断片（4×4cm面の10mm幅）
を試験体として、拡散セルによる塩分透過試験によったもので、直径3cmの面積から透過
した可溶性塩分の経時変化を求めている。
　次に、4×4×16cm供試体を砕いて得た試料（5．0～2．5皿m粒）の細孔径分布の測定結果
をTable　7に示す。
樹脂モルタルはプレーンモルタルに比べて細孔径は小さく、全細孔容積も少ない。緻密
な組織が形成されていることがわかる。上述した樹脂モルタルの特性はこれに関係してい
るものと考えられる。
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コンクリート表層部の劣化と再生工法に関する考察
Photo　2　　1）eterioration　states　before　repair　and　reproduction
Photo　3　　States　of　repair　and　reproduction　after　4　years
　4．3表面防水固定処理
　コンクリート表面を想定したモルタル供試体に、耐候性アクリルシリコン樹脂系トップ
コートを塗布し（以下、表面防水固定処理と呼ぶ）、暴露3年後と5年後に、中性化深さ
（屋内放置）および汚れの指標となる明度と暴露開始時点からの色差△E（東京都内の屋
外北側に暴露・供試体表面寸法14×16cm）を測定した。その結果をTable　8に示す。表面
防水固定処理によって、暴露5年後においても中性化の進行は阻止されていることがわか
る。また、汚れの進行も抑制されている。防水性能の向上と耐候性が付与されている結果
といえる。なお、Fig．10中に併記したが、塩化物の侵入に対する抵抗性能についても表面
防水固定処理の効果は認められる。
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地　濃　茂　雄
5．補修再生工法による適用事例
　補修再生工法の基本構想、それに供する材料の開発、それらを検討して得た補修再生工
法をFig．11に示す。これを適用した物件の4年後の状況について述べる。
　補修再生前（築後34年・高知市内の公共施設）の、雨水の流下跡、コケ・カビ、エフロ
レッセンス、コールドジョイント、ひび割れ、錆汁等のコンクリート表面・表層部の劣化
状態をPhoto　2に示す。この著しい劣化に対して、　Fig．11に基づき補修再生を施し、コン
クリート表面の復元を図った。
　4年後の状況をPhoto　3に示す。4年後でも健全なコンクリート面を維持していること
がわかる。
6．むすび
　コンクリート構造物の劣化は主に表面から始まることに着目し、コンクリートの内的要
因と表層部の性状を把握するとともに、コンクリート表面や表層部の劣化事象を明らかに
し、さらにその補修再生工法について検討した。
　その結果、コンクリート表層部の密実性は調合・養生条件により支配されること、塵埃
や微生物の付着による汚れは、方位、部位別箇所により相違し、特に北面は他の面より著
しいこと、エフロレッセンスによる汚れの度合いは発生箇所によって異なること、またそ
の発生箇所は損傷劣化部として有力な目安となることなどがわかった。
　次いで、開発した材料の特性を実験追跡し、珪フッ化物を主成分とする無機質系浸透剤
を塗布含浸させることで躯体コンクリート表面層の強化が図れること、特殊アクリル樹脂
系のポリマーセメントモルタルは付着強度が大きく、また長期にわたり安定していること
のほかに、中性化抑制など耐久性に優れていること、耐候性アクリルシリコン樹脂系のト
ップコートの塗布は中性化や耐汚染性に有効であることなどが明らかになった。また、補
修再生工法の適用事例において、健全なコンクリート面を維持していることを確認した。
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